
 

 

 

 

 

 
 

 

１２月４日から１０日までの人権週間は、本校においても校内人権週間として、身近なところ
での人権について改めて考える機会としました。 
特に、生徒会からは、総務の生徒たちがいじめ撲滅に向けたビデオメッセージをテレビ放送

で全校に発信しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
動画では、『いじめをつくらない環境づくり』として、 
「いじめを許さない意識をみんながもち、見て見ぬふりを

しないでダメなことはダメと言える勇気をもとう。」「いじめ
に関わったら、一人で抱え込まず、誰かに相談してくださ
い。」等のメッセージが流されました。 
そして、動画をもとに、生徒一人ひとりがいじめ０に向け

た決意を記しました。今後は、その全校生徒の決意をもと
に、生徒会で『いじめ０決意表明』を作成する予定です。 
 
ところで、皆さんは赤十字活動の創始者「アンリー・デュナン」という人を知っていますか。 
デュナンは １９世紀半ばのイタリア統一戦争の時に、戦死者や負傷者が放置されている悲

惨な現実を目の当たりにして、「傷ついた兵士はもはや兵士ではない、人間である。人間同士
としてその尊い生命は救われなければならない。」との信念のもとに救護活動にあたったそう
です。 

 
こうしたデュナンの願いを受け継ぐ赤十字活動のひとつ、青少年赤十字では
「気づき、考え、実行する」という態度目標を掲げて活動を展開しています。ち
なみに、守山小学校は、日本における青少年赤十字活動の発祥の地で、本校
もその活動に加盟しています。 

 
身近ないじめ問題についても無関心でなく、そうした問題に気づき、自

分として何ができるのかを考えて、問題を解決するために実行する勇気

が必要なのでしょう。 
 
今なお解決しないさまざまな差別や人権問題、いじめ問題は、一部の

人だけの問題ではありません。知らず知らずのうちに人を傷つけてしまう
こと、そして傷つけたことに気づけずにいること、それは誰にも起こりうる
ことなのです。だからこそ、すべての人が気持ちよくすごせるように今一度
考えたいですね。 
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いじめ撲滅運動に取り組みました 



 
 
 
１０月下旬から１１月にかけて３年生の各学級で、１２月には２年生の各学級で、私が道徳の授

業をしました。３年生は「規範意識を高め、誇りある生き方をすること」を、２年生は「人それぞ
れの考え方があることを理解し、謙虚に学び合おうとすること」を、ねらいとして学習を進めま
した。 

～３年生生徒のふりかえりより～ 
 

★「（後ろめたいことに対して、）誰も見ていないからやっていいのでは 
なく、誰も見ていないからこそ自分にとって恥じないようにしたい。」 
 

★「人とかかわったり、たくさんのことに挑戦しての失敗から学んだり 
して、自分自身の規範意識を高めていきたい。」 

 
～２年生生徒のふりかえりより～  

★「人とわかりあうことは難しいけど、わかりあえる『しあわせ』や 
『よろこび』をこれからも見つけていきたい。」 
 

★「班で話したことが心に残りました。同じような意見でも少し違 
いがあって、おもしろかったです。学習を通して、『自分とは意見 
が違うからわかりあえない』じゃなくて、『違う意見というのは当 
たり前だから、相手の意見も一つの新しい発見だ』というふうに 
わかりあう努力をしないといけないと思いました。」 

 
道徳科の授業では、必ずこれが正解というものはありません。自分の同じような経験をふり

返りながら、「今度もそのようにがんばろう！」とか、「（前は行動に移せなかったけど）今度はこ
うしよう！」とより高い意識を持てたなら、それでいいのだと思います。 

 
また、勇気をだして自分の意見を発表した人や、思うように発表できなかったけど自分と主

人公を重ね合わせてじっくり考えた人、人の意見を聞いて自分の考えを見つめ直していた人
などさまざまですが、どの学級もみんなが考えを深め、すばらしい一時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

       保護者の皆さまへ 
保護者の皆さまには、長い２学期、特に新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、何かとご理解とご協力を

賜り、誠にありがとうございました。 
さて、別途連絡をさせていただいていますが、本日、クロームブックを持ち帰り、冬休みに家庭での活用をお

願いしています。ご協力のほど、よろしくお願いします。 
また、お子様の携帯電話の所持についてはご家庭により違いがあると思いますが、SNS などでのトラブルも

懸念されますので、どうかお子様とその使用方法等についてじっくりとお話いただければ幸いです。 
では、よいお年をお迎えください。 

こんな心温まることが・・・・ 
 
☆彡 生徒会の「花 YELL」の取り組みで、先月、地域にメッセージ付 

きのプランターのお花を贈りましたが、その後、幼稚園などから 
お礼の手紙をいただきました。正面玄関に掲示しています。 
メッセージをくださった方々、ありがとうございました。 
 

☆彡 １１月のある下校時に、学校を出たところで、財布を拾った生徒が先生に届け、私から警察 
に届けました。数日後に持ち主が現れたとの連絡を受けました。ありがとう。 
 

☆彡 先週、学校に一通の手紙が届きました。手紙には、携帯電話を本校の生徒に拾ってもらっ 
たことへの感謝の言葉がつづられていました。ありがとう。 
 

☆彡 数日前の朝、自転車置き場で、倒れている自転車を見つけ、さりげなく起こして立てている 

生徒がいました。ありがとう。 
 
 

 
 

 
 
 
  


